
議   事   録 

会議名 釧路市障がい者自立支援協議会 第 2回相談支援部会 

事務局 
釧路市障がい福祉課 

釧路市障がい者基幹相談支援センター 

開催日時 令和４年７月２２日(金) 15:00～17:00 

開催場所 釧路市柳町スピードスケート場 １階会議室 

出
席
者 

部会員 

出席２４名 

佐々木部会長（ソーシャルカフェ）竹内副部会長（つばさ）早川副部会長（ハート釧

路）森島副部会長（自立センター)大塚・吉川（自立センター）山本(Kcマヴィ)櫛部

（くらしごと）武田（サハス）八木沢（結）大峠（そよかぜ）宮崎（ケアサポくしろ）

春木（ウルカス）久保（児童発達支援センター）田口・長田（あーかす）町田（いま

じん）倉野・大木（いんくる）二瓶・妹尾（いっ歩）平間（わんだふる）森山（にじ）

本間(ハート釧路)                           

議事録担当：二瓶・妹尾(いっ歩)                 (敬称略) 

その他  

傍聴者  

事務局 

出席６名 

佐々木主査、豊巻主事、若園主事、山下主事（障がい福祉課） 

金子、近藤（釧路市障がい者基幹相談支援センター）       

 １．挨拶  

相談支援部会長 佐々木 寛 

 

２．議事 

(１)事例検討 

事例提供者：地域生活支援センター・ハート釧路 早川 博司 

・オリエンテーション 

・事例概要説明    

・グループ検討 

・発表 

・総評 

(２)その他 

     

３．閉会 
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1.挨 拶 

  釧路市障がい者自立支援協議会 相談支援部会部会長  佐々木 寛  

 

2.議 事 

 （１）事例検討 

   ・事例提供者 地域生活支援センター・ハート釧路 早川 博司  

 

○オリエンテーション 

事例の概要については早川副部会長より説明がある（別紙参照） 

 

  ○事例概要説明 

事例検討の目的とルール、記録シート、アンケートについて、竹内副部会長より説明がある 

（別紙参照） 

 

    ○グループ検討 

5グループに分かれて事例検討を行う。 

 

1グループ 

 ・櫛部、武田、八木沢、大峠、宮崎 

2グループ 

    ・大塚、春木、久保、田口、町田、近藤 

3グループ 

    ・吉川、長田、倉野、二瓶、森島 

4グループ 

    ・土田、平間、森山、大木、本間、妹尾、金子 

    5グループ 

    ・佐々木、豊巻、若園、山下 

 

○発表 

＜１グループ＞ 

１．本人との面談を行い、Ｂ型事業所を休む理由、母親の思い、将来的な生活の見込みの確認 

２．Ｂ型事業所から見る本人の状況確認 

３．母へサービスの理解を深めて頂く為の情報提供や提案 

   ４．将来的に親子支援を視野に入れる 

 

   ＜２グループ＞ 

１．本人の生活リズムを整える、スケジュール作成や決まり事等の確認 

２．生活や収入等の不安に対し、医療的なアプローチや福祉サービスの情報提供や関係機関 

との連携 
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３．本人に合った新たな作業所の検討 

 

   ＜３グループ＞ 

１．本人の希望を聞き、収入が多く望まれる別の事業所の検討 

２．生活の改善と体調の維持の為、医療的な面からの介入も検討 

３．母のレスパイトとして短期入所の利用も検討 

 

   ＜４グループ＞ 

１．本人から話を聞いて、好きな作業、作業所があるかどうか等聞く 

２．本人の意思決定支援をすすめる 

３．あまり焦らず、時間を置きながら支援を行っていく 

 

   ＜５グループ＞ 

１．本人の話を聞き、本人と母の希望を擦り合わせる 

２．母へ生活保護、障害者手帳、障害年金等の制度の理解を深めるよう説明を行う 

３．Ｂ型事業所の工賃等、現状の説明を行う 

４．場合によっては親子分離も視野に入れる 

 

○総評(佐々木部会長) 

   ・相談を受ける者としてアセスメント（見立て）をどうするのかということだが、発表の中にも 

あったように見守り、距離感を取るという方法もあるが、問題はそこではないのではないか。 

・母は言っていることの他に違う腹積もりがあるのではないかという可能性を嗅ぎわけられる 

か。 

   ・本人が物を投げる事や大声を出す事、共依存等色々な見方をしながら評価し、短期・中期・長 

期間関わっていくことが必要ではないか。 

・親子分離はいずれ訪れると思われるが、関係性を築きながら、タイミングを見定めて切り出す。 

母が亡くなった、倒れた、金銭や生活が破綻した等、家庭が崩れた時に対応できるように関わ 

っていくのが相談だが、相談を受ける人はプライオリティ（優先度）、スペシャリック（特別）

がないと信頼につながらない。 

ただ、相談支援事業所が親子分離の役割を請け負うかどうかは議論があると思われる。 

 

（２）その他 

   今年度の相談支援部会の議事録当番表の差し替えを配布（別紙参照） 

 

3.閉 会 

 

 


